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序

河内長野市は自然と文化財に恵まれた豊かな町です。

この環境は人々をひきつけ、近年は府下で最も人口増加が著 しい町となりま

した。このため、生活環境の整備のため多くの都市型開発が進められました。

この恵まれた環境を求めて人々が移り住んできますと、今度は逆に、受け入

れるための整備のために文化財や自然が破壊される危険が増大 してきます。

地下に眠る埋蔵文化財は自然と共に真っ先に危機に立たされます。このよう

な状況で、市教育委員会は開発に先立ち、埋蔵文化財の調査を実施 し、把握に

努めています。

今後とも市民の皆様の協力により、国民共有の財産である埋蔵文化財の保護

に努めたい所存です。

最後になりましたが、調査に協力していただきました地主の方々、施工者の

皆様方に記 して感謝いた します。

河 内長 野 市 教 育 委 員

教育長 中 尾 謙
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例    言

1.本書は平成 2年度に河内長野市教育委員会が国庫補助事業として計画、実

施 した塩谷遺跡ほか市内遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、本市教育委員会社会教育課文化係尾谷雅彦を担当者として、平成

2年 4月 1日 から着手 し平成 3年 3月 31日 をもって終了した。

3.本書の執筆は尾谷雅彦が行った。

4.発掘調査及び内業整理については下記の方々の参加を得た。

明地奈緒美 。中村清美 。中野雅美 。結城 (阪本)桂子

5。 調査の実施に関しては、下記の方々の協力を得た。

井内正忠 。杉山和良 。久保八重子・村上貴美・喜多順子・ 阿部園子

中谷善子・ 吉井徳次・ 坂本 久・森賃太一
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1.ヤよじ耽)|こ

大阪府の東南端に位置する河内長野市は、旧河内国錦部郡に属し、紀伊・大

和・和泉の三国に接していた。この為、古代から交通の要所となったところで

ある。現代の河内長野市は大阪市の通勤圏に位置し、住宅都市として年々人口

の増加する町である。特にここ数年の人口増加は府下でも屈指の伸び率を示し、

住宅の新築・改築件数も増えている。この為、住宅開発とあわせて交通アクセ

スの整備、住宅環境の整備など、公共投資も盛んである。この結果、地下に眠

る埋蔵文化財への影響は増加するばかりである。

このような状況下のなかで本市教育委員会は国庫及び府からの補助金を受け

て発掘調査を実施 した。

本年度の文化財保護法57条の2及び 3の発掘届及び発掘通知の件数は 1月 末

現在で総数37件、内発掘届31件、発掘通知 6件である。また、今年度は遺跡の

新規発見届及び通知は6件提出されている。

第 1表 発掘届出件数月別一覧

5 6 7 8 9 10 12 総  数

発 掘 届 8 2 6 1 2 1 8 3 31

発 掘 通 知 2 1 1 6

発 見 届 1 1 4

発 見 通 知 2

-1-
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第 2表 河内長野市遺跡地名表

番号 遺 跡 名 時  代 番 号 遺 跡 名 時  代

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

・３

・４

・５

・６

Ｗ

・８

・９

２０

２．

２２

２３

愛

２５

％

２７

器

釣

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

　

３９

４０

４

４２

塩 谷 遺 跡

千 代 田 神 社 遺 跡

菱 子 尻 遺 跡

小 山 田 1号 古 墓

小 山 田 2号 古 墓

寺  ヶ 池 遺 跡

住 吉 元 官 遺 跡

上 原 北 遺 跡

長 池 窯 跡 群

青 垣 神 社 遺 跡

嫁穴 古墳 。上原遺跡

高向遺跡・ 高向南遺跡

惣  持  寺  跡

高 向 神 社 遺 跡

宮 山 古 墳

高 木 遺 跡

峰 山 城 跡

汐 の 山 城 跡

日 の 谷 城 跡

金    剛   寺

日 野 観 音 寺 遺 跡

稲 荷 山 城 跡

旗 蔵 城 跡

国 見 城 跡

権 現 城 跡

清 水 阿 弥 陀 堂 跡

滝 畑 埋 墓

中 村 阿 弥 陀 堂 跡

堂 村 地 蔵 堂 跡

天 神 社 遺 跡

西 の 村 阿 弥 陀 堂 跡

東 の 村 阿 方 陀 堂 跡

向  野  遺  跡

双 子 塚 古 墳 伝 承 地

五 の 木 古 墳 跡

古 野 町 遺 跡

膳 所 藩 陣 屋 跡

西 代 神 社 遺 跡

本 多 藩 陣 屋 跡

法 師 塚 古 墳 伝 承 地

長 野 神 社 遺 跡

大 日 寺 遺 跡

烏 帽 子 形 古 墳

烏 帽 子 形 城 跡

烏 帽 子 形 八 幡 宮

弥生時代～中世

中世

弥生時代～中世

奈良時代

奈良時代

旧石器時代～縄文時A
中世

中世

中世

古墳時代後期～中世

弥生時代～中世

中世

中世

古墳時代後期

旧石器時代～縄文時代

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

近世

近世

近世

近世

中世

近世

近世

古墳時代後期

中世

近世

近世

中世

古墳時代

中世

中世

４３

製

５

６

　

７

８

９

０

１

２

３

５４

５５

５６

５７

路

５９

６０

６．

６２

６３

６４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

大 師 山 南 古 墳

三日市遺跡・石仏遺跡

小  塩  遺  跡

加 塩 遺 跡

尾 崎 北 遺 跡

尾 崎 遺 跡

加 賀 田 神 社 遺 跡

ジ ョウ ノマ エ遺 跡

栗  山  遺  跡

観   心   寺

川 上 神 社 遺 跡

清 水 遺 跡

千 早 口 駅 南 遺 跡

寺

跡

跡

家

跡

城

窯
　
　
遺

合

寺

　

田

山

合

広
　
　
師

河

河

末

福

大

寺

跡

跡

寺

城

城

命
　
　
　
師

仏

近

延

石

左

薬

葛 城 第 18経 塚

旗  尾  城  跡

天 見 駅 北 方 遺 跡

蟹 井 淵 北 遺 跡

蟹 井 淵 神 社 遺 跡

蟹 井 淵 南 遺 跡

流 谷 八 幡 神 社 遺 跡

葛 城 第 17経 塚

薬  師  堂  跡

岩   湧   寺

葛 城 第 15経 塚

市 町 東 遺 跡

西 之 山 町 遺 跡

上 原 近 世 瓦 窯

跡

跡

城

窯

遺

山

町

里

日

間

王

上

野

仁

岩   立   城

タ  コ  ラ  城

中世

中世

中世

近世

弥生時代中期

～古墳時代前期

古墳時代

旧石器時代～近世

平安時代～

中世

世

世

　

世

世

中

中

　

中

中

世

世

世

世

世

世

中

中

中

中

中

中
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2.調査の状況

今年度の発掘届にみ られる原因者の状況は、昨年度と同様に個人住宅の立替

及び個人による小規模賃貸マンシ ョン・倉庫の建築が多い。

また、今年度は新規発見の遺跡が 6件と例年より多く、開発の増加にともな

い今後も件数は増加するものと考えられる。

第 3表 主な民間開発関係発掘調査一覧      (1月 末現在)

遺 跡 名 調査期間 申 請 者 申請面積 用 途 区 分 備  考

上 原 2.4/9 仰 沢 田観 光 974■F 倉庫 原因者 遺構 。遺物なし

上原近世 瓦窯 2.4/10 芝 谷 英 夫 倉庫 原因者 新規発見

尾 崎 2.4/17 宮 坂 元 善 700 倉庫 原因者 遺構・ 遺物なし

塩 谷 2.4/26 灰 原 静 男 ビル建築 原因者 遺構 。遺物なし

塩 谷 2.4/27 隅 谷 ハ マ エ 810 共同住宅 原因者 遺構 。遺物なし

鳥 帽 子 形 城 2.6/26～6/29 森 賃 太 一 192 個人住宅 国庫 本書掲載

尾  崎  北 2.7/16 綾 塔 精 鋼 3000 倉庫 原因者 新規発見

金  剛  寺 2,7/23 田 中 武 夫 個人住宅 国庫 遣構・遺物なし

菱  子  尻 2.7/23-3/31 開 発 観 光 ltp 5000 共同住宅 原因者 別掲載

市  町  東 2.9/3^V9/20 道 旗  清 500 共同住宅 原因者 新規発見

塩 谷 2.9/25 津 村  武 個人住宅 国庫 遺構 。遺物なし

ジ ョウ ノ マ エ 2.10/22-11/6 土 井 畑 数 男 2700 共同住宅 原因者 別掲載

西 之 山 町 2.10/29^ヤ 12/17 雷 2.1財 店舗 原因者 新規発見

向 野 2.11/19～■/29 中 谷 善 子 244 店舗住宅 国庫 本書掲載

上 田 町 窯 跡 2.11/29^-12/14 鶴 ス ミ トー 1.6労 共同住宅 原因者 新規発見

向 野 3.1/7′～ 1/26 坂 本  久 189 店舗住宅 国庫 本書掲載

向 野 3. 1/7 西 野  清 710 個人住宅 国庫 遺構・遺物なし

烏 帽 子 形 城 3.1/16 吉 井 徳 次 239 個人住宅 国庫 本書掲載

烏 帽 子 形 城 3 . 1/29 徳 備 武 雄 140 個人住宅 国庫 遺構・ 遺物なし
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3.調査の結果

(1)烏帽子形城 E B 890-1

A.位置と環境

当該遺跡は中世から近世初頭にか

けて登場する山城の烏帽子形城を中

心に、その東側裾部の段丘上に広が

る縄文時代から中世にかけての集落

跡を含むものである。

今回の調査地は城の東側裾部を南

北に走る高野街道沿いの河内長野市

上田町137番地で、標高122mを測る。

調査面積は約10ぽ である。

B.結果

調査 した結果、若干の遺物と礎石

建物及び石垣の一部が検出された。

第 2図  烏帽子形 城調査 地 位 置 図

遺構面は、現地表直下から検出された。

〔礎石建物〕

トレンチ東側に一部検出された。東西方向 3間 (2.3m)以 上、南北 1間

(2.lm)の建物と考えられる。東西方向の柱間は西から0,8m、 0。 8m、 0。 7m

を測る。礎石は亜角礫の河原石で規模は平均的に約40× 30× 20cm程度のもので

ある。

〔埋甕〕

建物の北西隅の礎石に接するように設置されていた。甕は上半分が削平され

ていた。掘り方は平面形が円形を呈 し、甕の大きさと余り変わらない程の規模

である。現況で平面径0.42m、 深さ0.35mを 測る。

甕⑬は大谷焼の水甕である。

〔石垣〕

現在は整地されているが、建物の西側が谷状地形で約0。 4m下がる。この部

-5-
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第 3図  E B S90-1遺構実測図

分に河原石を 1段ない し2段積んだ石垣の一部が検出された。河原石の大きさ

は約40X30× 20cn程度のものである。
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〔遺物〕

出上 した遺物は、主に上師質及び瓦質の小皿、碗、羽釜、甕、湊焼甕、陶磁

器類、瓦類等がみ られた。いずれも、細片が多く実測できたものは僅かであっ

た。①～②は土師質小皿。③～④は瓦器小皿。④の内面にはヘラ磨きが見られ

る。⑤～⑨は日径11～12cmを測る瓦器碗で、内面に数条の暗文が見られる。⑩

は日径約14c■ の瓦器碗で、尾上編年でⅣ-3～ 4に相当すると思われる。⑪は

外面が緑色を呈す磁器碗片。⑫は見込部に文様を施す磁器碗高合部。⑬は底径

20.5cn、 体部最大径38.4cnを 測る大谷焼の水甕である。これらの遺物から、お

およそ室町時代末期から江戸時代にかけてのものと思われる。

ψ l
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第4図  E B S90-1出 土遺物実測図

C.ま とめ

調査の結果、礎石建物の一部とそれに付属すると考えられる埋甕が一点検出

された。また、西側は現在の宅地よりも狭 く、石垣状の遺構が見つかった。い

ずれも、江戸時代の遺構と考えられる。この建物は、旧高野街道に面 して建て

られていたものと思われる。

(2)烏帽子形城 E B S90-2

A.位置と環境

今回の調査地はE B S90-1の北側30mに位置する。行政的には喜多町262

番地に当たる。調査地は斜面地を削平 して作 られた宅地で、旧高野街道とは比

高差があり、 4m程度高い。標高は127mを測る。調査面積は約 8ぽである。
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B.結果

調査 した結果、若干の遺物と柱穴状のピット、焼土坑が検出された。

遺構面は、現地表直下から検出された。

〔焼土坑〕

調査面積が狭いため詳細は不明であるが、調査区の南端から不安形な土坑が

検出された。全容は不明であるが、検出長1.24m、 検出幅0。 7m、 深さ0。 3mを

測った。上坑の埋土には焼土と炭が狭在 していた。

遺物は、土師質小皿⑩及び土師質土器片が出上した。

〔ピット〕

全部で7箇所のピットが検出された。規模は平均径0.5m、 深さ0.5mで、内

4箇所からは遺物が出上している。

遺物は、土師質小皿⑩、瓦器碗⑭～⑬及び土師質羽釜、陶磁器類の細片が出

上 した。

14

715

ヤ 21   ~ 
「

こン 19

釦

ヤ 別 18

第 5図  E B S90-2遺構及び出土遺物実測図

焼土 と地山のプロック
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〔遺物〕

出上した遺物は、主に土師質小皿、瓦器碗、土師質羽釜、瓦質鉢、及び陶磁

器類で、殆どが細片である為実測に耐えれるものは少なかった。⑭～⑬はピッ

トより出土した瓦器碗で、⑭～⑫は内面に渦巻状の暗文を施す。⑬は見込部に

平行線の暗文を施 し、高台を伴うもの。いずれも、尾上編年でⅣ-2～ 3に相

当すると思われる。⑩～④は土師質小皿で、⑩はピット、⑩は焼土坑、②は包

含層よりそれぞれ出上した。おおよそ、室町時代末期から江戸時代にかけての

ものと思われる。

C.まとめ

調査の結果、遺構が存在しないと予想されていた斜面地の狭い宅地からの検

出は、この付近の遺構分布に新たな示唆を与えた。

中世の遺構は烏帽子形城のあるこの山の裾部に分布すると考えられる。

(3)向野遺跡 M K N90-1

A.位置と環境

当該遺跡は石川の左岸、中位段

丘の下段に形成された縄文時代後

期・平安時代 。中世の複合遺跡で

ある。遺跡の遺構の分布は西側と

東側の 2グループに大別され、今

回の調査地は縄文土器と中世の建

物が検出された東側のグループの

範囲に入る。

今回の調査地は旧170号 線の西

側、東高野街道より10m西に入り

込んだ旧村落の中である。行政的

には河内長野市向野町304番地で、 第 6 向野遺跡調査地位置図

標高96mを測る。調査面積は約40ぽである。

B.結果

調査 した結果、若干の遺物と掘立柱建物の柱穴の一部、方形土坑が検出され

-9-
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10YR7/1灰 臼色細砂混り

シル ト(耕土)

iOYR7/6明 黄褐色と

③のブロノク上
7 5YR4/6褐色シルト
7 5YR3/4暗褐色 シル ト

混 り礫土

第 8図 M K N90-1調査区土層図

た。遺構面は盛上、旧耕土など約60omを 除去す ると玉石混 じりのシル ト・ 細砂

層が地山として現れた。

〔方形土坑 1〕

調査区の北端で検出された。平面形は隅丸の長方形を呈すると考えられるが

半分以上は調査区外に広がる。検出長3.5m、 深さ0.lm、 幅1.5m以上で、主

軸方向はN-45° 一W。 埋土内からは焼土と炭が混 じり、底部には炭層が狭在

する。また、肩部には厚さ10cmで黄色粘上がみられ、意図的に貼り付けられて

いるようである。

〔方形土坑 2〕

調査区の北端で検出された。方形土坑 1に重複する。平面形は隅丸長方形で

①

②

③

　

④

　

⑤

⑥
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半分以上は調査区外に広がる。検出長 2m、 深さ0,07m、 幅0.5m以上で、主

軸方向はN-77° 一W。 埋土内には焼土と炭が混 じり、底部には炭層が狭在す

る。

〔素堀井戸〕

調査区の中央で検出された平面形が円形を呈する井戸である。規模は上端径

が1.lm、 下端径が0。 7m、 深さが0,5mを測る。

遺物は、瓦器小皿①、瓦器碗②の他、瓦器碗の細片が出上した。

〔ピット〕

径0.5m、 深さ0.5m程度のピットが約2.4mの間隔で2箇所程度並ぶが、調

査区が狭く建物に復元できるほど並ばない。並ぶ方向は正方位に近い。

遺物は、瓦器碗③、及び上師小皿片、瓦器碗片等がみられた。

〔遺物〕

出土した遺物の量は相対的に少なく、また殆どが細片であった為、実測に耐

えれるものは僅かであった。①は井戸から出上した瓦器小皿。②は同じく井戸

出上の瓦器碗の回
  _l_/1   目 Й    -7

縁部片であるが、

内面に数条の暗文 照ぎ
三
薯手耳

~ラ
亀

く要≡〒可

~こ

房ン
25

がみられる。尾上

編年でⅣ-3に相＼下_部卜
~/3

くこ三ヨ三≡ラタ6   性rrrr十~~~~翠 CIn

当すると思われる。 第 9図 M K N90-1出土遺物実測図

③はピットより出上した瓦器碗で、②同様Ⅳ-3に相当すると思われる。包合

層より、土師質小皿④～⑥、瓦器小皿⑦、瓦器碗③が出上した。この他、土師

質羽釜、瓦質羽釜、湊焼甕、備前焼甕、及び刷毛目唐津、伊万里等の陶磁器片

が20個余りみられた。おおよそ、室町時代前半から江戸時代位のものと思われ

る。

(4)向野遺跡 M K N90-2

A.位置と環境

今回の調査地は旧国道170号線の東側、東高野街道の西側に接 した旧村落の

中である。MK N90-1と は旧国道170号線を挟んで反対側である。行政的に

「
―
‐
‐
‐
‐
‐
　
‐

―- 12-―



◎
⑥
　
⑥
◎
○
鬱

■

Ａ
一　

刊

顎鼠

D

ヽ

ヽ

式

／

泄

―

―

―
――ト

ー

ヤ

◎ ③
0                      2m

０

０

MKN 90-2遺構実測図
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① 盛土

② 耕土

③ 75Y7/1灰白色ンルト

④ 5YR4/2灰 褐色シルト

⑤ 5YR3/2暗 赤褐色シルト

⑥ 75YR3/3暗 褐色シルト

⑦ 75YR4/2灰 褐色シルト

0                     2m

第11図 M K N90-2調査区土層図

は河内長野市向野町304番地で、標高96mを測る。調査面積は約50ぽである。

B.結果

調査した結果、若干の遺物と柱穴状のピットや濤状遺構、石敷遺構が検出さ

れた。遺構面は盛土、旧耕土など約60cnを 除去すると玉石混 じりのシル ト・細

砂層を地山として現れた。

〔石敷遺構〕

調査区の北東側で検出され、西南隅は撹乱で削平されていた。また、北、東

側は調査区外にのびる。遺構は平面形は長方形を呈すると考えられるが全容は

不明である。断面から見ると長方形土坑の底部に、約40× 30× 20cn程度の平ら

な川原石を敷並べているようである。検出長は、東西2.4m、 南北5,Om。 この

敷石の中で石が抜けているところがあり、その部分に焼上が見られた。

遺物は、土師質小皿⑨～⑩、瓦器小皿⑪及び土師質羽釜、瓦質羽釜、甕、火

舎、湊焼甕片等が出上した。

その他ピットと濤状の遺構が検出されたが、建物等には復元できなかった。

9600m

―- 14-二
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MKN90-2出土遺物実測図

〔遺物〕

出土した遺物の量は少なく、殆どが細片であった為、実測できたものは僅か

である。③～⑩は石敷遺構より出上した土師質小皿。⑪は内面にハケロを伴う

瓦器皿で、日径約 9 cnを 測る。⑬～⑮は石敷遺構より出上した湊焼甕の体部片

で、外面はタタキ、内面にハケロを施す。この他、土師質羽釜、土師質鉢、瓦

質羽釜、備前焼甕、陶磁器片、瓦類などがみられた。江戸時代のものと思われ

る。
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MKN90-1(1～ 8)、 MKN90-2(9～ 15)
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